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町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！

町観光協会（鈴木孝会長）が主催した「ひまわり
祭り」が８月19日、南狼沢地内で開催され、町内外
から訪れた多くの方が咲き誇るひまわりを楽しみま
した。
ひまわり１万本、コスモス20万本が植えられた約
270�の花畑は、町観光協会やボランティア団体、
地区の有志などが荒廃した桑畑を活用したもので、
今回の「ひまわり祭り」のあとには「コスモス祭り」
を９月下旬から開催する予定です。お楽しみに！



�

�

�



平成13年度成人式 



今年の遠足、福田小の４・５・６年生は駒ヶ嶺小で、長
縄とび対決をした。他の学校と交流すると、新しい友達も
できて、友達の輪が広がる。また、公園に遊び道具がおか
れ、児童館のような施設ができると、子どもが増えるのでは
ないかと思う。たくさんの友達とふれあうことで、自分を成
長させたいと思っている。

私が気になっているのは、自然や環境破壊の問題。どう
すれば、減り続けている自然をくい止めることができるだろ
う？むだをなくし、資源ゴミの回収やリサイクルに協力し、
世界中の人々が自然を守ろうと決意することが必要だ。私
たちは、自然や環境のおかげで生きている。自分で自然や環
境を守ろうと決意するかどうかで、これからの自然の運命が
大きく左右されることになる。

私の将来の夢は、獣医。うちの猫がケガをしたときにすば
やく手当をしてくれた。動物ぎゃくたいが行われたときにも
町の獣医さんが活躍していた。そして、近所には野良猫の
世話をしているおばあさんがいる。どちらも私が尊敬する人
だ。私もおばあさんのように心のやさしい獣医になりたいと
思う。いっぱい動物のことを知りやさしい心が持てるようが
んばろうと思う。

私の将来の夢は、マンガ家。マンガ家の仕事を知りたい
と思い、本をたくさん読んだ。マンガができるまでには、多
くの時間がかかること、読者からもらう手紙が一番うれしい
ことなどがわかった。私も、将来、絵がうまくなって、読む
人が楽しくなるようなマンガを書いて読者から手紙をたくさ
んもらってみたいと思う。

私たちは、相新体育大会に向けて、５年生の時から練習
をしてきた。私は、ハードルとリレーの選手としてがんばっ
た。練習ではつらいこともあったけれど、みんなと協力すれ
ばつらいことも乗り越えられるということを学んだ。バトン
をつなぐように心をつないで協力し合い、人を信じる心を大
切にしていきたいと思う。

ぼくには、プロサッカー選手になるという夢がある。それ
ぞれのポジションでは一人ひとりが自分の役割を考え、その
役割を果たすために力を出し切らなければいけないと思う。
どのポジションについても、自分の精一杯を尽くしたい。そ
して、サッカーを楽しみながら、自分の夢を追いかけていき
たいと思う。

駒ヶ嶺小学校の一輪車クラブとして、未来博の会場で演
技を披露してきた。６年生の存在感の大きさ、多くの人た
ちのあたたかい応援、演技を終えたときの満足感が心に残
った。とても頼りになる６年生。私も下級生から頼りにされ
る６年生になりたいと思う。また、練習の時も、演技中も
自分たちだけががんばっているようなつもりでいたけれど、
みんなの応援があったからこそ演技が成功したのだと思う。
みんなで一つになって演技をすることができ、本当によい経
験だった。

僕は、「尚英ガッツ」というバレーボールチームのエース
アタッカーとキャプテンをつとめていた。責任の重さから、
やめようと考えていたときに、“幸せ”は、つらさを乗り越
えたときに実感できるということを教えられた。バレーボー
ルは、チームプレーが大切。自分だけの都合で、もやもやし
ていたらチームに迷惑がかかる。これからは、チームの友達
と今まで以上に練習を重ね、みんなの目標を達成しようと
がんばるつもりだ。

食事に出かけた時、店が混んでいて、僕たちの後ろにおば
あさんが並んだ。自分たちの番がきたとき「お先にどうぞ」
という一言が僕の口から出た。自分のなかの何かが一回り
大きくなったような気がした。また、電車の中で、小さな子
どもを連れた親子に席を譲ったこともある。自分のことばか
り考えている人間にはなりたくない。思いやる心を持って、
毎日を楽しく過ごしていきたいと思う。

私たち中学生は、ちょっとしたことで友達関係がずれて
しまう。突然会話がなくなり、目も合わせず、距離もおくよう
になり、気まずくなってしまうのだ。私は、友達を選んでほし
くない。人間関係の難しさから逃げてばかりでは、自分を苦
しめることにもなると思う。友達との関係をこわさず、自分
も苦しめない方法を探していってほしい。大人のみなさん、
私たちが友達関係に悩んでいるとき、相談にのってください。

学校生活のなかで差別、仲間はずれという問題がある。そ
れらは犯罪と同じこと。この地球上では、絶対に差別やい
じめがあってはいけないと思う。私は、いじめ、仲間はずれ
のない世界を実現したい。差別やいじめは何も生み出さな
い。差別をしない人が少しずつ増えてくれば、もっと住み良
いすばらしい世の中になると思う。

私の夢は、世界に通用するニュースキャスター。小学校
で所属した放送委員会と「この星に生まれて」の中にでて
くる“Ｄreams come true together”一緒に夢をかなえようと
いう歌詞がささえとなっている。夢がどんなに遠くても、困
難があってもたどりつきたい。それぞれの夢は違っても困難
を乗り越えて一緒に夢をつかみたい。だから、わたしはニュ
ースキャスターの夢をあきらめない。この星に生まれてきた
誇りとともに・・・“Dreams come true together”一緒に夢
をかなえよう！

ニュースのなかで『ハンセン病勝訴』という文字を目に
し、『人権』について考えてみた。人間の価値に上下がある
のだろうか？黒人差別などは歴史に残る人権問題だと思う。
人は、自分と違う人種や習慣の人を見ると差別してしまう。
人権問題がなくなれば、世界は平和になると思う。ハンセン
病から学んだこの差別が二度と繰り返されないことを願っ
ている。

１７歳の犯罪が多発した。一番の原因は家庭の環境にあ
ると思う。少子化に伴い、子どもを甘やかし、大きくなると
無関心という親が増え、自己中心的な人間を育てているの
ではないだろうか。昔は、悪いことをしたら、他人でも叱っ
たり叱られたりするのがあたりまえだった。日本が平和な国
であるために一人ひとりが明るい平和な未来を心がけていか
なければならないと思う。私は、善悪を自覚できる人間を育
てていきたいと思う。

「家電リサイクル法」を習った。リサイクル法が実施され
れば、物を大切に使う人が増えると思う。家電リサイクル法
を通して“見えない所で働く人の大変さ”“自然や物を大切
にする気持ち”を考えるようになった。少しでも多くの物が
リサイクルされ、ゴミが出ないようにするにはどうすればよ
いのか考えていきたいと思う。

今勉強していることが将来役に立つのだろうかと思う。今
の人間には、机に向かうだけの勉強より心を豊かにする勉強
が必要だと考える。「なぜ勉強するのか」の答えは「世の中
を良くしていくためには勉強が必要だから」ということにな
る。今はつらい勉強が、未来を良くすることに役立つことを
信じ、学習に取り組んでいきたいと思う。

最近、虐待という言葉をよく耳にする。食事を与えなか
ったり、暴力をふるったり、どんな気持ちでそんなことをす
るのか私には理解できない。自分自身も親から虐待を受け
ていたとか、核家族で父親の育児協力がないなど、ストレス
を発散できないことも理由の一つだと思う。また、再婚相手
による連れ子への虐待も多い。虐待に結びつくようなストレ
スがたまっているのだと思う。虐待など事件のない日本でい
てほしいと願っている。

９年間続けた水泳をやめた。練習でくじけそうになった
とき、「お前たちは毎日が充実している。その日々は将来宝
物になる。」とコーチに言われた。私の９年間は充実した毎
日だったと信じている。みなさんにも一生懸命打ち込めるも
のを見つけてほしいと思う。『充実した一日が幸せな眠りを
もたらすように、充実した一生は幸福な死をもたらす』とい
うレオナルドダヴィンチの言葉がある。２１世紀を生きるみ
なさんにも充実した毎日を送ってほしい。
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町では、目黒麻野さん（99歳・小川）に特別
敬老祝金として、99歳の誕生日に30万円を贈り
ました。また、入所している新地ホームでも、入
所者の皆さんが目黒さんの白寿を祝いました。
目黒さんは、明治35年８月３日生まれで、今

でも食事は
残さず食べ
る、好き嫌
いのないお
ばあちゃん
です。

お
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を
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育
館
で
行
い
ま
す
。

今
年
の
招
待
者
は
、65
歳
以

上
の
男
女
２，
１
４
８
人
で
す
。

式
で
は
、80
歳
の
方
に
賀
寿
贈

呈
、88
歳
、90
歳
の
方
に
長
寿
杯

贈
呈
、結
婚
50
周
年
を
迎
え
る
夫

婦
24
組
に
金
婚
夫
婦
表
彰
な
ど

を
行
い
長
寿
を
祝
い
ま
す
。

ま
た
、
式
終
了
後
は
３
地
区

婦
人
会
な
ど
に
よ
る
歌
や
踊
り

な
ど
楽
し
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
に
。

７月に帰国したマーク先生にかわり、英語指導助手として
ディヴィッド・ホフマン先生が新地町にやって来ました。

●ディヴィッド・ホフマン （Ｄａｖｉｄ　Ｈｏｆｆｍａｎ）

●米国ジョージア州出身　新地町小川在住

●１９７２年生まれ ２８歳　独身

●米国ジョージアサザン大学卒　政治学専攻

●趣　味　山登り、スキューバダイビング

●好きな日本食　焼き鳥、スシ、サシミ、うどん、枝豆、日本酒

●嫌いな日本食　梅干し、納豆

●新地町の印象　小さな町、静かな町、緑の多い町

●抱　負

新地町の皆さんこんにちは。私は日本の文化にとても興味

があります。そして、日本語が上手に話せるように一生懸命

勉強したいと思います。よろしくお願いします。

●

健康長寿館は「健康で美しく長生き」をテーマ
に、県内の90歳以上の元気なおじいちゃん・おば
あちゃんのビデオ・写真の展示や世界の長寿村を
訪ねてその生活様式から長寿の秘密を探った映像、
最新の研究から長寿のライフスタイルの提案など、
健康長寿のヒントがいっぱいです。
町からも、早川カメヨさん（98歳・新地町）と

森市左衛門さん（92歳・杉目）の元気いっぱいの
写真が展示されています。ぜひお立ち寄りくださ
い。健康長寿館は、会場中央の「集いのみずうみ」
となり、企業未来館内です。

昨年の５月から販売をはじめた前売り入場券は、
開幕前日の７月６日をもって締め切りました。多く
の町民の皆さんのご協力により、全体で２，２４８枚
の販売となりました。ありがとうございました。

�

��



少
子
・
高
齢
化
、
環
境
に
対
す

る
関
心
の
高
ま
り
、
Ｉ
Ｔ
革
命
な

ど
社
会
経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化

し
つ
つ
あ
る
中
で
、
地
方
自
治
は
、

地
方
分
権
と
い
う
新
し
い
時
代
を

迎
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う

し
た
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
か
つ
弾

力
的
に
対
応
で
き
る
よ
う
体
質
を

強
化
し
、
町
民
福
祉
の
向
上
と
個

性
的
で
活
力
の
あ
る
地
域
社
会
の

構
築
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
に
お
い
て
は
、
平

成
２
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
電
源

立
地
促
進
対
策
交
付
金
事
業
が

昨
年
度
で
終
了
し
、
火
力
発
電
所

の
立
地
に
伴
う
大
規
模
償
却
資
産

税
は
、
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
21
世

紀
に
ふ
さ
わ
し
い
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
多
様
な
豊
か
さ
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、
本
年
度
か
ら
平
成

17
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
推
進
期

間
と
す
る
「
新
地
町
行
政
改
革
大

綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

行
政
改
革
大
綱
は
、
長
期
的
視

野
に
立
っ
て
行
財
政
の
効
率
化
や

事
務
事
業
等
の
見
直
し
を
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
の
指
針
で
す
。

以
下
、
行
政
改
革
推
進
の
た
め

の
重
点
事
項
に
つ
い
て
、
行
政
改

革
大
綱
に
そ
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

社
会
情
勢
に
即
応
し
、
多
様
な

町
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
組
織
・

機
構
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も

に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
活

用
な
ど
組
織
の
弾
力
的
な
運
用
並

び
に
各
部
門
の
横
の
連
携
を
密
に

し
た
総
合
的
な
行
政
運
営
を
図
る

も
の
と
し
ま
す
。

①
地
方
分
権
に
対
応
し
た
簡
素
で

効
率
的
な
組
織
・
機
構
の
構
築

②
省
庁
再
編
及
び
県
の
機
構
改
革

の
動
向
等
に
も
留
意
し
た
総
合
的

な
見
直
し

③
原
則
と
し
て
既
存
の
組
織
を
再

編
し
て
対
応

④
附
属
機
関
等
の
見
直
し

地
方
分
権
の
推
進
を
図
る
た
め

に
は
、
専
門
職
の
採
用
も
必
要
で

す
。
ま
た
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
は

益
々
高
度
化
・
多
様
化
す
る
傾
向

に
あ
り
、
こ
れ
ら
増
加
す
る
行
政

需
要
に
弾
力
的
、
か
つ
、
的
確
に

対
応
し
て
い
く
た
め
に
、
組
織
機

構
の
簡
素
合
理
化
を
図
り
、
定
員

適
正
化
計
画
に
基
づ
き
、
適
正
化

に
努
め
ま
す
。
な
お
、
平
成
17
年

度
の
総
職
員
数
は
、
１
４
０
人
と

し
、
５
年
間
で
４
人
（
２
・
４
パ

ー
セ
ン
ト
）
の
減
少
を
目
標
と
し

ま
す
。

職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
国

県
及
び
類
似
団
体
等
と
の
均
衡
を

失
わ
な
い
よ
う
対
処
す
る
と
と
も

に
、
職
員
の
意
欲
の
向
上
を
図
り

な
が
ら
公
務
能
率
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

町
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
即
応
し

た
政
策
形
成
能
力
や
新
た
な
時
代

の
流
れ
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成

の
た
め
、
研
修
の
充
実
を
図
り
ま

す
。Ｉ

Ｔ
革
命
に
伴
う
地
方
公
共
団

体
の
電
子
化
（
電
子
自
治
体
）
及

び
地
域
社
会
の
情
報
化
に
対
応
し

た
行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る

も
の
と
し
ま
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

シ
ス
テ
ム
の
整
備

②
庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
及
び
一
人
１
台

パ
ソ
コ
ン
の
整
備

③
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の

接
続

④
窓
口
等
に
お
け
る
対
応
の
改
善

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
総
合
化

公
共
事
業
や
公
共
施
設
に
お
け

る
新
た
な
手
法
導
入
に
よ
る
民
間

と
の
連
携
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
行
政
責
任
の
確
保
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
留
意
し
な
が
ら

民
間
委
託
の
推
進
を
図
る
も
の
と

し
ま
す
。

①
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
る
管
理

運
営

②
既
存
施
設
の
有
効
活
用
、
公

共
施
設
間
の
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ

ス
向
上
と
運
営
の
効
率
化

行
政
手
続
き
の
適
正
化
、
情
報

公
開
制
度
の
整
備
を
図
る
も
の
と

し
ま
す
。

事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
を
図

る
も
の
と
し
ま
す
。

①
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
の
重

点
項
目
の
設
定

②
既
に
計
画
・
着
手
し
た
事
業
等

に
つ
い
て
の
必
要
性
の
検
討
、
施

策
の
重
点
化

③
各
種
団
体
等
へ
の
補
助
金
等
の

整
理
合
理
化

④
事
務
手
続
き
の
簡
素
・
効
率
化

新
し
い
行
政
課
題
に
対
応
し
た

広
域
行
政
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
に
対
応

し
た
広
域
行
政
推
進
体
制
の
強
化

を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。

①
一
部
事
務
組
合
の
活
用
な
ど
、

地
方
分
権
に
対
応
し
た
広
域
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
の
検
討

②
看
護
学
校
や
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対

策
な
ど
、
新
た
な
行
政
課
題
や
都

市
問
題
に
取
り
組
む
た
め
の
広
域

行
政
の
推
進

投
資
的
事
業
に
つ
い
て
は
、
実

施
計
画
を
策
定
し
、
事
業
の
重
要

度
・
緊
急
度
を
明
確
に
し
て
、
財

政
状
況
と
十
分
整
合
性
を
図
り
効

率
的
に
実
施
し
ま
す
。

①
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
経
常
的
経
費
の
節
減
を
図

り
、
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努

め
る
。

②
地
方
債
の
活
用
は
、
公
債
費
比

率
等
を
考
慮
し
長
期
展
望
に
よ

り
計
画
的
に
行
う
。

③
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
義
務
的

補
助
と
任
意
の
奨
励
的
補
助
等

を
明
確
に
し
、
補
助
団
体
の
自

立
化
を
促
進
す
る
。

④
歳
入
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
町

税
等
の
的
確
な
課
税
客
体
の
把

握
、
及
び
徴
収
率
の
向
上
を
図

る
。公

共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
手

続
き
の
改
善
、
公
共
工
事
の
コ
ス

ト
縮
減
行
動
計
画
策
定
に
向
け
て

の
検
討
、
公
共
事
業
評
価
シ
ス
テ

ム
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

こ
の
行
政
改
革
大
綱
を
受
け
て
、

６
月
１
日
、
役
場
の
各
課
長
等
で

構
成
す
る
新
地
町
行
政
改
革
推
進

本
部
会
に
お
い
て
、
新
地
町
行
政

改
革
実
施
計
画
を
定
め
ま
し
た
。

実
施
計
画
は
、
行
政
改
革
大
綱

の
重
点
事
項
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
内
容
や
着
手
予
定
年
度
な
ど
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
で
す
。

今
後
、
こ
の
計
画
を
基
本
と
し

て
行
財
政
改
革
の
推
進
に
努
め
、

地
方
分
権
な
ど
新
し
い
時
代
に
対

応
し
た
行
政
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
推

進
し
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

��

� ⑤
地
域
情
報
化
の
推
進



町
で
は
、
皆
さ
ん
に
清
潔
で
快

適
な
暮
ら
し
を
送
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
下
水
道
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
こ
の
ほ
ど
、
下
水
道

を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
る
区
域

（
認
可
区
域
）
を
約
80
ha
拡
大
し

ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
新
し
く
整
備
区

域
に
な
る
の
は
、
上
小
川
か
ら
駒

ヶ
嶺
及
び
大
戸
浜
地
区
の
一
部

（
下
図
参
照
）
で
、
平
成
19
年
度

ま
で
の
７
カ
年
で
整
備
す
る
よ
う

計
画
し
て
い
ま
す
。

整
備
効
率
を
考
慮
し
な
が
ら
、

順
次
、
下
水
道
管
の
埋
設
工
事
を

行
い
、
区
域
内
の
皆
さ
ん
が
一
日

で
も
早
く
下
水
道
を
利
用
で
き
る

よ
う
に
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
都
市
計
画
課
下
水
道
係

（
�
�
２
１
１
１
内
線
53
）

● 

● 

● ● 

● 

今年度、町では次の区域で下水道の設計を実施します。
つきましては、各家庭のトイレ・台所等の位置を外部から調査するため宅地内に立入りすることがあり

ますので、趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願い致します。

� 都市計画課下水道係（��２１１１内線53）

平
成
13
年
９
月
上
旬
〜

平
成
14
年
３
月
中
旬

㈱
福
建
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

（
�
�
１
３
１
１
）

平
成
13
年
９
月
上
旬
〜

平
成
14
年
３
月
中
旬

㈱
三
水
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
東
北
支
社

（
�
０
２
２
―
７
２
８
―
７
２
０
５
）

● ● 

● 

◆所在地　新地町小川字川向９－１
◆グラウンド
・内野　クレー舗装（混合土）
・外野　天然芝
・両翼　９８メートル
・中堅　１２２メートル
◆スタンド
・内野ベンチ席 ３００人
・内野芝生席 ４００人程度
◆その他　本部室、放送室、控室
（３室）、トイレ、ダッグアウト（１、
３塁両側）、バックスクリーン、スコ
アーボード等設置

◆野球場 １時間につき５００円
◆放送設備 １時間につき１００円
◆スコアーボード １時間につき１００円
◆本部室、控室等（１室につき） １時間につき１００円
◆夜間照明 １時間につき２，０００円
（11月から３月末までは使用できません）

◆使用申し込み 使用許可申請書により申し込みください。
� 新地公民館（��２０８５）



８
日
�

各
保
育
所

20
日
�

各
保
育
所

26
日
�

浜
保
育
所

27
日
�
・
28
日
�

新
地
・
駒
ヶ
嶺
保
育
所

10
日
�
・
19
日
�

新
地
保
育
所

11
日
�
・
17
日
�

新
地
保
育
所

・
王
妃
の
館
（
上
・
下
）

浅
田
　
次
郎

倒
産
寸
前
の
旅
行
会
社
が
考

え
た
と
ん
で
も
な
い
旅
行
プ
ラ

ン
。
パ
リ
、
ヴ
ォ
ジ
ュ
ー
ル
広

場
の
超
高
級
ホ
テ
ル
「
王
妃
の

館
」
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
泣
い
て
笑
っ
て
人
情
巨
編
。

参
加
は
自
由
で
す
。

時
代
の
流
れ
と
と
も
に
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
食
の
環
境
は
大
き

く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
豊
富
な

食
材
や
手
軽
に
食
べ
ら
れ
る
環
境
、

あ
ふ
れ
る
食
情
報
な
ど
、
現
代
の

食
生
活
は
一
見
満
ち
た
り
て
い
る

か
の
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
、

一
方
で
、
大
人
の
病
気
で
あ
っ
た

生
活
習
慣
病
が
子
供
た
ち
の
世
界

に
ま
で
広
が
り
、「
疲
れ
た
、
だ
る

い
」
を
連
発
す
る
子
、「
キ
レ
や
す

い
子
」
の
出
現
な
ど
、
食
生
活
の

乱
れ
に
よ
る
体
や
心
の
ト
ラ
ブ
ル

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん

な
時
代
の
子
育
て
に
重
要
な
こ
と

の
ひ
と
つ
が
「
食
育
」
で
す
。
国

で
も
子
供
の
知
能
・
情
操
・
健
康

を
育
む
「
食
育
」
と
い
う
広
い
観

点
に
立
っ
た
日
常
生
活
の
食
事
の

見
直
し
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
自
分
の

健
康
を
守
り
、
豊
か
で
す
こ
や
か

な
食
生
活
を
送
る
能
力
を
育
て
よ

う
と
い
う
も
の
で
す
。

《
食
べ
物
を
選
択
で
き
る
能
力
》

元
気
な
体
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

多
く
の
食
べ
物
か
ら
選
択
、
組
み

合
わ
せ
ら
れ
る
能
力
が
大
切
で
す
。

《
味
が
わ
か
る
能
力
》

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
食
べ
、
食

べ
物
が
本
来
も
っ
て
い
る
味
を
お

い
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
能
力
を
身

に
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

《
食
べ
物
の
大
切
さ
を
知
る
》

食
べ
物
が
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら

れ
、
食
卓
ま
で
運
ば
れ
て
く
る
の

か
、
そ
の
育
ち
を
知
る
こ
と
は
、

食
べ
物
に
命
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、

感
謝
の
気
持
ち
を
も
つ
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

《
自
分
で
料
理
で
き
る
能
力
》

五
感
を
使
っ
て
行
う
料
理
は
、
子

供
た
ち
の
創
造
力
や
集
中
力
を
育

て
、
自
信
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

幼
い
頃
に
つ
く
ら
れ
た
食
習
慣

は
、
そ
の
人
の
食
生
活
の
将
来
に

わ
た
っ
て
、
大
き
く
影
響
す
る
も

の
で
す
。
子
供
た
ち
が
す
こ
や
か

で
、
豊
か
な
人
間
と
し
て
成
長
し

て
い
け
る
よ
う
、「
食
育
」
を
始
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

非
常
ベ
ル
の
音
と
一
緒
に
「
火

事
で
す
。
火
事
で
す
。
事
務
室
か

ら
火
が
出
て
い
ま
す
。
あ
わ
て
な

い
で
赤
い
旗
を
持
っ
て
い
る
先
生

の
あ
と
に
つ
い
て
避
難
し
て
く
だ

さ
い
」
と
放
送
が
流
れ
て
き
ま
す
。

今
日
は
、
月
に
一
回
の
避
難
訓
練

の
日
で
す
。
浜
保
育
所
は
、
海
が

す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
の
で
「
津
波
」

の
訓
練
も
し
て
い
ま
す
。

保
育
士
と
赤
旗
の
誘
導
の
も
と
第

一
避
難
場
所
ま
で
移
動
し
ま
す
。

①
通
報
訓
練(

消
防
署
・
役
場)

②
集
合
〜
保
育
所
正
門
内
側

・
人
数
確
認(

ク
ラ
ス
別
の
名
札

を
首
か
ら
下
げ
る)

③
避
難
誘
導(

町
の
バ
ス
乗
車)

④
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
避
難

・
人
数
確
認

⑤
保
育
所
へ
戻
る

⑥
消
防
士
さ
ん
の
お
話
を
聞
く

子
ど
も
た
ち
も
真
剣
そ
の
も

の
、
バ
ス
の
中
で
も
緊
張
し
た
顔

つ
き
で
静
か
に
座
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
消
防
署
に
依
頼

し
て
避
難
訓
練
を
受
け
、
非
常
の

場
合
に
あ
わ
て
ず
、
恐
れ
ず
に
対

処
で
き
る
よ
う
に
、
慣
れ
さ
せ
て

い
ま
す
。

各
保
育
所
で
は
、
火
災
・
地
震

な
ど
災
害
の
様
々
な
場
合
を
想
定

し
て
年
間
計
画
を
立
て
、
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。

・
隣
人
　
　
　
永
井
　
す
る
み

優
し
い
夫
に
白
い
ネ
コ
。
満

ち
足
り
た
女
の
生
活
に
殺
意
の

予
感
。
あ
り
ふ
れ
た
日
常
を
狂

わ
す
の
は
嫉
妬
か
憎
悪
か
？

・
泣
く
大
人
　
　
　
江
國
香
織

・
償
い

矢
口
敦
子

・
海
嶺
　
　
　
　
　
北
方
謙
三

・
ノ
ミ
、
サ
ー
カ
ス
へ
ゆ
く

金
井
美
恵
子

・
武
揚
伝（
上
・
下
）佐
々
木
譲

・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ

パ
ン
公
式
ハ
ン
デ
ィ
ブ
ッ
ク

・
チ
ー
ズ
図
鑑

・
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
裏

ワ
ザ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

・
草
之
丞
の
話

・
は
じ
め
て
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
写
真

・
手
づ
く
り
お
も
ち
ゃ
の
本

・
高
齢
者
の
た
め
の
の
ん
び
り

運
動
ゲ
ー
ム

・
ジ
ュ
エ
リ
ー
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

・
サ
ー
フ
ィ
ン
完
全
マ
ス
タ
ー

・
ロ
ー
ワ
ン
と
黄
金
の
谷
の
謎

エ
ミ
リ
ー
・
ロ
ッ
ダ

伝
説
の
「
黄
金
の
谷
」
は
本

当
に
存
在
す
る
の
か
？
リ
ン
の

村
を
襲
う
敵
の
正
体
を
あ
ば
く

た
め
、
ロ
ー
ワ
ン
は
ア
ン
リ
ン
の

魔
界
へ
と
足
を
踏
み
入
れ
た
。

・
ぎ
ゅ
う
っ
てさ

い
と
う
し
の
ぶ

は
る
ち
ゃ
ん
は
い
ぬ
さ
ん
に
言

い
ま
し
た
。「
あ
の
ね
マ
マ
に
ぎ

ゅ
う
っ
て
し
て
も
ら
っ
た
ん
だ

よ
」
ぎ
ゅ
う
っ
て
な
に
か
な
。
そ

れ
は
あ
っ
た
か
い
不
思
議
な
魔

法
。

・
な
ぜ
？
な
に
？
探
検
隊

・
ど
こ
ど
こ
ど
ー
も
ど
こ
へ
い
く

・
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク

ス
リ
ラ
ッ
ク
ス

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
シ
ネ
マ
フ
リ
ー
ク

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー

・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
　
Ｒ
Ｏ
Ａ
Ｄ

ボ
ン
ジ
ョ
ヴ
ィ

・
オ
ー
ル
フ
ォ
ー
ユ
ー

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
ジ
ャ
ク
ソ
ン

①
新
地
町
に
住
ん
で
い
る
人

②
新
地
町
に
通
勤
、
通
学
し
て

い
る
人

③
新
地
町
に
隣
接
す
る
市
町
に

住
ん
で
い
る
人

に
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。

借
り
る
と
き
は
利
用
カ
ー
ド
が
必

要
で
す
。（
免
許
証
や
学
生
証
な

ど
の
身
分
証
を
持
参
し
て
カ
ウ
ン

タ
ー
で
作
っ
て
く
だ
さ
い
）

一
回
に
借
り
ら
れ
る
の
は

・
本
、
雑
誌
は
５
冊
ま
で

・
ビ
デ
オ
、
Ｃ
Ｄ
は
１
枚

で
す
。

「
浜
通
り
地
方
に
激
し
い
地
震

が
発
生
・
震
源
地
は
福
島
県
沖
、

震
度
●
●
で
、
津
波
注
意
報
が
出

ま
し
た
」。
火
災
の
時
と
同
様
、

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
自
然
災
害
を
は
じ

め
と
し
て
火
の
怖
さ
、
恐
ろ
し

さ
を
常
に
忘
れ
る
こ
と
な
く
、

い
つ
で
も
対
処
で
き
る
よ
う
心

掛
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

金
魚
の
赤
ち
ゃ
ん
を
み
て
い
て

Ａ
君
「
こ
れ
、
な
に
？
」

保
育
士
「
こ
れ
は
ね
、
生
ま
れ
て

３
週
間
位
の
金
魚
の
赤
ち
ゃ
ん
だ

よ
」

Ｂ
ち
ゃ
ん
「
金
魚
っ
て
こ
ん
な
に

ち
っ
ち
ゃ
い
ん
だ
」

保
育
士
「
そ
う
だ
よ
」

Ａ
君
「
し
ゃ
べ
る
？
」

保
育
士
「
ん
〜
」

ど
う
で
し
ょ
う
ね
。

�



（子供） （親） （地区）
怜
れ
海
み

山田弘嗣・由美江 大戸浜

捺
なつ
生
み

渡邊雄資・初　江 岡

南
み
波
なみ

林　　誠・恵美子 上真弓

朔
さく
楽
ら

齋藤　洋・三友紀 小　川

勇
はや
人
と

渡辺淳一・久仁子 今　泉

彩
あや

南　　孝・里　美 小　川

伸
しん
耶
や

管野史朗・裕　子 小　川

彩
あや
夏
か

原口英樹・夕　子 大戸浜

（死亡者） （年齢） （地区）
伊藤アキヨ ７７歳 大戸浜
加藤　哲治 ６６歳 上真弓
野地あきよ ８９歳 沢　口
犬飼　ミヨ ９４歳 小　川
草野　宗一 ６９歳 杉　目
伊藤造酒夫 ７２歳 大戸浜

（平成１３年７月２１日～平成１３年８月２０日届出）

さ
ん
（
新
林
）
よ
り
南
瓜
10
個
／

小
泉
好
道
さ
ん
（
相
馬
市
今
田
老

人
会
）
よ
り
清
拭
布
多
数

・
木
崎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
７
名
よ
り

唄
、
踊
り
／
相
馬
理
容
組
合
女

性
部
７
名
よ
り
散
髪
／
渡
辺
房

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

◎場所は保健センター

ふれ
あいと

創造のまち

21
日

第
５
回
少
年
の
主
張
大
会

27
日
　
相
馬
港
建
設
促
進
期
成
同
盟
会

つ
ば
さ
の
会
女
性
部
総
会

31
日
　
議
会
運
営
委
員
会
、
臨
時
議
会

１
日
　
仙
台
東
部
道
路
（
亘
理
Ｉ
Ｃ
）

開
通
式
、
新
潟
県
大
和
町
議
会

行
政
視
察
来
庁
、
町
工
場
立
地

審
議
会
委
員
委
嘱
状
交
付
式

２
日
　
県
議
会
農
林
水
産
委
員
会
現
地

視
察
来
町
、
入
札

３
日
　
特
別
敬
老
祝
金
支
給
（
目
黒
麻

野
さ
ん
）

４
日
　
遊
海
し
ん
ち
01
（
〜
５
日
）

７
日
　
町
建
設
業
組
合
道
路
愛
護
奉
仕

作
業
、
相
馬
地
方
広
域
水
道
企

業
団
理
事
会
、
土
地
連
全
国
大

会
運
営
委
員
会

８
日
　
常
磐
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成

同
盟
会
総
会
及
び
要
望
活
動

９
日
　
役
場
庁
舎
建
設
現
場
説
明
会
、

町
づ
く
り
研
究
会
と
の
懇
談
会

10
日
　
民
生
委
員
推
薦
委
員
会
委
嘱
状

交
付
式

11
日
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
新
地
ホ

ー
ム
夏
祭
り

12
日
　
沢
口
芸
能
カ
ラ
オ
ケ
大
会

13
日
　
13
行
政
区
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
21
、

真
弓
盆
踊
り
大
会
、
杉
目
盆
踊

り
大
会

14
日
　
富
倉
盆
踊
り
大
会
、
釣
師
盆
踊

り
大
会
、
岡
盆
踊
り
大
会
、
藤

崎
ふ
れ
あ
い
盆
踊
り
大
会

15
日
　
町
成
人
式
、
課
長
会
、
木
崎
納

涼
カ
ラ
オ
ケ
大
会

17
日
　
県
道
福
田
地
区
整
備
促
進
要
望
、

尚
英
中
学
校
男
子
柔
道
全
国
大

会
出
場
あ
い
さ
つ

18
日
　
佐
藤
た
つ
お
衆
議
院
議
員
の
養

母
を
偲
ぶ
会

19
日
　
小
川
あ
ん
こ
地
蔵
尊
盆
踊
大
会

20
日
　
入
札
、
県
連
移
動
政
調
会

国
保
の
保
険
証
（
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
及
び
退
職
被
保

険
者
証
）
が
10
月
か
ら
新
し
く
な

り
ま
す
。
新
し
い
保
険
証
は
、
９

月
下
旬
交
付
予
定
で
す
の
で
、
区

長
さ
ん
を
通
じ
て
班
長
さ
ん
か
ら

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
現
在
使

用
中
の
保
険
証
は
、
９
月
30
日
で

無
効
と
な
り
使
用
で
き
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
新
し
い
保
険
証
と
引

き
換
え
に
返
し
て
い
た
だ
く
よ
う

に
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
を
受
け
取
っ
た

ら
、
内
容
を
よ
く
確
認
し
て
、
変

更
が
あ
る
と
き
に
は
、
す
み
や
か

に
「
保
険
証
」
と
「
印
鑑
」
を
持

っ
て
役
場
窓
口
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。
尚
、
今
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
を
滞
納
し
続
け
る
と
、

保
険
証
の
か
わ
り
に
「
資
格
証
明

書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場

合
、
病
院
な
ど
で
の
医
療
費
が
い

っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
り
、

あ
と
で
国
保
係
に
申
請
し
て
払
い

戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
は
納
期
限

内
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

�・
健
康
福
祉
課
（
�
内
線
26
）

・
町
民
課
（
�
内
線
25
）

・
原
子
力
船
「
む
つ
」
初
代
船
長

故
荒
稲
藏
さ
ん
（
釣
師
出
身
）
の

ご
遺
志
と
し
て
荒
央
江
さ
ん
よ
り

１
０
０
万
円

９
月
は
全
県
一
斉
の
「
農
地
違

反
転
用
防
止
対
策
強
化
月
間
」

で
す
。
農
地
の
転
用
に
は
、
農
業

委
員
会
を
通
じ
た
申
請
手
続
き
に

よ
り
、
県
知
事
又
は
農
林
水
産
大

臣
の
許
可
が
必
要
で
す
。
無
断
転

用
者
に
は
県
知
事
が
工
事
を
中
止

さ
せ
、
元
の
農
地
に
復
元
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
、
法
的
な
処
罰
の
対

象
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
食
料
、
農
業
、
農
村

基
本
法
」
に
基
づ
き
、
優
良
農
地

の
確
保
と
そ
の
有
効
活
用
に
向

け
、
荒
廃
農
地
に
は
農
業
委
員
会

の
指
導
、
町
の
勧
告
、
県
農
業
公

社
に
よ
る
買
い
入
れ
協
議
な
ど
遊

休
農
地
、
耕
作
放
棄
地
の
是
正
措

置
が
取
ら
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、

最
寄
り
の
農
業
委
員
又
は
農
業
委

員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
農
業
委
員
会
（
�
内
線
30
）

わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
で
は
、
次
に

よ
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

10
月
14
日
�

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

新
地
発
電
所
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド

・
個
人
、
団
体
を
問
わ
ず
、
出
店

者
を
募
集
。
場
所
の
み
の
提
供
と

し
、
出
店
物
は
食
べ
物
以
外
。

無
料９

月
12
日
�
か
ら

電
話
に
よ
る
受
付

�

新
地
発
電
所
わ

く
わ
く
ラ
ン
ド
（
�
�
４
７
２
２
）

・
菅
野
敏
さ
ん
（
藤
崎
）
よ
り
10

万
円
／
新
和
工
業
さ
ん
（
富
倉
）

よ
り
台
所
用
洗
剤
14
本
／
大
和
田

マ
ユ
子
さ
ん
（
山
元
町
）
よ
り
ポ

ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
２
台
、
シ
ャ
ワ

ー
１
台
、
シ
ャ
ワ
ー
チ
ェ
ア
ー
２

台
／
志
子
田
正
之
さ
ん
（
新
地

町
）
よ
り
ゼ
リ
ー
２
箱
／
白
石
カ

ツ
さ
ん
（
新
林
）
よ
り
雑
巾
、
タ

オ
ル
ケ
ッ
ト
多
数
／
山
内
安
義
さ

ん
（
高
田
）
よ
り
ジ
ャ
ガ
イ
モ
60

キ
ロ
／
木
坂
富
士
雄
さ
ん
（
大
山

田
）
よ
り
タ
オ
ル
100
本
／
作
間
保

治
さ
ん
（
釣
師
）
よ
り
西
瓜
10

個
／
丸
田
忠
さ
ん
（
真
弓
）
よ
り

南
瓜
30
個
／
山
内
一
二
さ
ん
（
高

田
）
よ
り
西
瓜
６
個
／
須
藤
利
子

町教育委員会では、毎月第４土曜日に、昔
話のお話会を行います。町に残る昔話を中心
に皆さんの身近にあった昔話をお話します。
皆様、お気軽においでください。
� ９月22日� 午後２時～
� 観海堂

観海堂管理人 小野トメヨさん

� 町教育委員会（��４４７７） ９月下旬から調査員がお伺いします

� 10月14日�午前７時32分スタート
� 宮城野ゴルフクラブ
� 3,000円（プレイ費は各自負担）
� 100名
� 10月１日�まで
�
・大会事務局　西方市郎（��５１１１）
・新地公民館（��２０８５）

代
さ
ん
他
お
茶
の
会
よ
り
お
茶

会
／
西
典
嗣
さ
ん
他
相
馬
雅
楽
会

９
名
よ
り
雅
楽
演
奏
／
小
川
老
人

ク
ラ
ブ
27
名
よ
り
庭
の
手
入
れ
草

取
り
／
駒
中
老
人
ク
ラ
ブ
40
名
よ

り
庭
の
手
入
れ
草
取
り

・
特
老
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
福
田
・

新
地
・
駒
ヶ
嶺
の
女
性
の
皆
さ
ん
）

29
回
58
人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
８
回

14
人
／
レ
マ
ン
の
会
１
回
３
人

� 9月24日�午前9時45分スタート
（受付）午前8時30分～9時まで

� 総合体育館スタート
� 今回はウォークラリーとは別にウォーキン
グの部を新設「ヘルスケアトレーナー寺島さなえ
先生」による歩き方の講演と実技。
� 新地公民館（��2085）



町
道
に
張
り
出
し
て
い
る
立
木

の
伐
採
や
道
路
脇
の
雑
草
の
除

草
、
投
げ
捨
て
ら
れ
た
空
き
缶
な

ど
を
拾
い
、
道
路
を
見
通
し
よ
く

安
全
に
通
行
し
て
も
ら
お
う
と
、

町
建
設
業
組
合
（
角
田
義
正
組
合

長
・
９
社
）
で
は
８
月
７
日
、
町

道
南
菅
谷
福
田
線
な
ど
で
伐
採
・

除
草
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
奉
仕
作
業
は
、
８
月
の
道

路
愛
護
月
間
に
ち
な
ん
で
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
高
所
作
業

車
や
草
刈
機
、
チ
ェ
ン
ソ
ー
を
使

っ
て
伐
採
・
除
草
し
ま
し
た
。

�

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
平
間

甲
一
会
長
）
の
輪
投
げ
大
会
が
８

月
24
日
、
町
総
合
体
育
館
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
は
今
年
で
22
回
目
で
、
各

地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
選
出
さ

れ
た
個
人
戦
、
団
体
戦
そ
れ
ぞ
れ

48
チ
ー
ム
の
選
手
３
８
８
人
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

●
優
勝
大
戸
浜
Ｃ
チ
ー
ム
、
準
優

勝
今
泉
Ｃ
チ
ー
ム
、
第
３
位
大
戸

浜
Ｂ
チ
ー
ム

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
新
地

朝
市
出
店
者
会
主
催
の
「
し
ん
ち

盆
市
」
が
８
月
12
日
の
夕
方
、
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

で
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
12
店
が
出
店
し
、
花

や
線
香
、
ろ
う
そ
く
な
ど
の
お
盆

用
品
や
、
野
菜
、
青
果
、
鮮
魚
、

日
用
品
な
ど
が
ず
ら
り
と
並
び
、

町
民
を
は
じ
め
、
帰
省
中
の
家
族

連
れ
な
ど
多
く
の
方
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

�

�

日
ご
ろ
か
ら
防
火
思
想
の
普
及

に
活
躍
し
て
い
る
町
婦
人
消
防
隊

（
遠
藤
節
子
隊
長
）の
第
一
分
隊

（
後
藤
千
鶴
子
分
隊
長
５
３
２
人
）

が
こ
の
ほ
ど
、
県
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
連
絡
協
議
会
の
優
良
婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

第
一
分
隊
は
、
結
成
以
来
17
年

に
わ
た
り
、
駒
ヶ
嶺
地
区
を
中
心

に
毎
月
の
防
火
広
報
や
各
種
訓

練
、
一
般
家
庭
・
老
人
世
帯
へ
の

防
火
訪
問
な
ど
地
域
に
密
着
し
た

防
火
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

�

「自分で書いた掛け軸を床の間に飾ってみたかったの
です。腕前はまだまだですが、掛け軸を飾れるようにな
りました」と話す松下日出さん（68歳・釣師）は、14年
前から趣味として書道を始め、このほど第47回全国公募
の図南書道展では福島県知事賞を受賞しました。
現在は、掛け軸が15本、毎日欠かさず１時間は筆を
取るという松下さんは「書道は一生続けていきたい。そ
してもっともっと応募
して賞を取ってみた
い」と力強く話してく
れました。



再生紙使用

�

��

ち

き
ゅう
にやさし

い

■
し
ん
ち
の
夏
の
定
番
「
遊
海
し
ん
ち
」
が
今
年

も
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
我
々
写
真
班
も
年
に

一
度
の
花
火
を
撮
影
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
自
信
作
？
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
晴
）（
寺
）

相馬地方の小学生たちが、地元の食材を使ってアイデアあふれる創作料理を競う「第２回チビッコ料理コン

テスト」が８月１日、原町市のロイヤルホテル丸屋で開催されました。

コンテストには、相馬地方６市町村の小学校19校から26チームが出場。「すし」をテーマに料理の腕を競い

ました。新地町からも福田小６年パワーズ（荒陽平君、内藤里菜さん、荒香奈枝さん、目黒梢さん、荒舞衣さ

ん）、新地小パワフルスターズ（小幡耕平君、仲井正光君、小野栄理子さん、宍戸有美恵さん、泉田あきさん）、

駒ヶ嶺小ＧＫＦ（鈴木健也君、高橋亮太君、秋元由加利さん、伊藤はるかさん、寺島奈々さん）の３チームが

参加し、見事、福田小６年パワーズの「遊海しんちへようこそ」が最優秀賞に選ばれました。

福田小６年パワーズは、９月８日にうつくしま未来博の広域交流館で新潟県のチビッコ料理人たちと交流し

ます。

広
報
し
ん
ち
８
月
号
６
ペ
ー
ジ
の
し

ん
ち
福
祉
会
（
１
）
本
部
事
業
報
告
・

決
算
報
告
の
数
単
位
は
「
円
」
の
誤
り

で
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。


